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本
邦
製
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に
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け
る
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合
企
業
ミ
車
純
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言

近
代
産
業
組
織
の
特
徴
な
る
大
規
模
化
は
膨
脹
と
結
合
l

|

横
観
的
及
ぴ
鰍
断
的
結
合
1
i
ー
と
忙
裁
く
。
鰍
断
的
結
合
は
横

断
的
結
合
売
る
カ
ル
テ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
程
に
庚
〈
行
は
れ
て
ゐ

左
い
け
れ
ど
も
、

そ
の
驚
す
利
径
は
決
し
て
些
少
な
ら
十
、

の
上
下
生
産
段
階
の
企
業
の
結
合
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
叉
は
混
合

企
業

のめ
E
E
n
F
Z
Sよ
み
己

と
呼
ば
れ
て
、
技
術
の
進
歩
と

共
に
益
々
多
く
の
工
業
に
於
て
そ
の
例
を
見
。
aa
あ
る
。

I
Jア
ン
.
フ
ェ
ル
ト
の
用
語
例
に
従
へ
ば
、
異
る
段
階
の
各
経
営

が
夫
点
滴
立
企
業
友
る
揚
合
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
で
る
り
、
そ
の

全
憶
が
一
企
業
を
友
し
て
各
経
替
は
輩
に
そ
の
生
産
車
位
た
る

に
止
る
揚
合
を
混
合
企
業
と
い
ふ
。
副
ち
後
者
は
縦
断
的
結
合

企
業
で
あ
る
。
之
に
封
し
て
輩
純
企
業
(
同
色
5
4
S昇
。
)
と
は

第
三
十
八
巻

ム

ノ、

第

競

一
四
九

と

K. Wiedenfeld; Gewe，hepolitik， S. 16， 34・S4彼に於ては Werkなる語は、企
業の概念に於て特に技術的方面が強調されたる場合に用ひられてゐる (S.16)。
Liefmannは GemischteWeke 白伐 Pに Kom bi na t.ionsl1n terne h rnull g enの語
を用ひる (Kartelle，Konzerne und Trust' S. i¥uR.日. 109庇)。
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木
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
と
単
純
企
業

一
生
産
段
階
の
み
を
替
む
企
業
を
い
ふ
の
で
る
る
。
但
し
コ
ン

ツ
ェ
ル
ン
た
る
語
は
横
断
的
結
合
の
揚
合
に
も
別
ひ
る
。

混
合
企
業
は
か
〈
の
如
く
、

そ
の
中
に
異
種
の
技
術
段
階
を

含
み
乍
ら
一
醐
胞
を
左
す
企
業
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
部
の
調
和

に
於
て
、
叉
部
分
と
全
館
と
の
聞
係
に
於
て
多
く
の
問
題
を
蔵

す
る
が
、

そ
の
布
す
る
強
味
に
よ
っ
て
之
を
解
決
せ
ん
と
し
、

同
時
に
草
純
曾
枇
と
樹
立
闘
係
に
立
つ
G

そ
と
で
促
合
企
業
乞

原
純
企
業
と
め
劉
立
に
於
て
蜘
問
料
A

寸
る
と
と
は
も
相
靴
悶
酌
紘
合

開
師
、
特
に
混
合
企
業
の
長
所
と
短
所
と
を
明
か
に
し
、
同
時
に

叉
狛
占
過
程
の
一
態
様
を
見
る
こ
と
L
な
る
の
で
あ
る
。

混
合
企
業
と
軍
純
企
業
と
の
問
題
は
既
に
早
く
狽
逸
石
炭
及

び
餓
鋼
業
に
於
て
論
ぜ
ら
れ
わ
。
今
日
叉
紡
績
業
の
多
角
形
経

替
が
注
目
を
惹
い
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
紡
績
曾
枇
の
混
合
企
業

化
を
意
味
す
る
。
然
る
に
製
紙
札
制
は
我
闘
有
数
の
大
工
業
で
る

り
、
原
料
パ
ル
プ
製
浩
エ
程
と
製
紙
工
程
と
が
、
或
る
曾
枇
に

於
て
は
粂
替
さ
れ
他
の
曾
枇
に
於
て
は
そ
の
一
の
み
行
は
れ
て

ゐ
る
。
且
世
界
大
戦
後
は
関
内
資
源
に
よ
っ
て
原
料
の
大
部
分

を
自
給
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
引
か
く
て
此
の
工
業
は
混
合
企

第
三
十
八
巻

ムノ、

第
二
披

一
五

O

業
と
草
純
企
業
と
の
閲
係
を
見
る
に
は
甚
だ
趨
首
た
る
も
の
お

一
で
あ
る
。
之
以
下
私
が
製
紙
業
に
就
て
此
の
問
題
を
研
究
せ

ん
と
す
る
所
以
で
る
る
。

混
合
企
業
と
阜
純
企
業
と
の
分
化

本
邦
洋
続
製
造
業
は
既
に
明
治
初
年
そ
の
殻
生
を
見
た
杭
、

初
期
に
於
て
は
製
治
の
分
野
に
分
化
が
行
は
れ
て
ゐ
左
か
っ

た
。
然
サ
U
V
M

れ
明
川
和
如
来
年
K
至
U
新
聞
州
鮫
工
業
い
か
樹
立

1
、寸引

い
で
大
正
に
入
り
原
料
亜
硫
酸
パ
ル
プ
工
業
の
成
立
を
見
、
か

く
て
王
子
製
紙
株
式
曾
枇
、
富
士
製
紙
株
式
曾
杭
及
び
樺
太
工

業
株
式
曾
祉
の
一
二
枇
は
上
記
二
種
の
製
浩
と
上
質
紙
製
法
と
を

乗
替
し
・
他
の
諸
舎
祉
は
慨
し
て
上
質
紙
の
み
を
抄
遣
す
る
と

と
L
た
っ
た
。
即
ち
前
者
は
混
合
企
業
と
な
り
、
後
者
は
壁
純

企
業
で
あ
る
。
先
づ
以
下
に
於
て
此
の
分
化
の
行
は
れ
る
に
至

っ
た
歴
史
的
過
程
を
概
視
し
よ
う
。

洋
紙
の
原
料
と
し
て
は
明
治
二
十
年
代
よ
り
漸
弐
木
材
パ
ル

プ
が
使
用
せ
ら
れ
、
先
づ
新
聞
用
紙
に
於
て
木
材
よ
り
の
一
賞

作
業
を
行
ふ
と
と
L

な
っ

h
。
そ
の
暗
矢
は
王
子
製
紙
の
気
附

小島精一;企業集中論、ニ七ニ頁、 'Vieden企]d;a. a. 0市 S.59. H. G. Heymann; 
Die gem叫 hteWerke in deutschen Gro崎町 田ngewerbe 等。
板紙の製造は問題外とするの
農商務統計表及び農商務省山林周編，本邦陀於ける木材パノレデ白生産状況。
明治工業臭、化事工業編、ニ一二一一ニー-;lJ，束。高悶直吃L製紙袋I(新日本
典第二審)、九七二一一九八O頁。
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工
場
〈
明
治
二
十
二
年
)
と
富
士
製
紙
の
宮
士
工
場
(
二
十
三
年
)
と

で
あ
る
が
、
日
清
戦
役
後
需
要
の
増
加
著
し
〈
雨
一
粧
の
中
部
・

富
士
第
二
工
揚
、
四
日
市
製
紙
の
芝
川
工
揚
が
相
弐
い
で
設
け

ら
れ
た
。

一
方
蛍
時
は
小
製
紙
曾
枇
も
上
等
印
刷
用
紙
と
共
に

犬
抵
新
聞
用
紙
を

l
i必
や
し
も
木
材
野
自
給
に
よ
ら
十

!
|
製
浩
し
て
庇
り
J

而
も
此
の
雑
然
た
る
製
品
域
分
野
に
於
て

外
岡
新
聞
用
紙
の
鰍
入
は
一
山
械
に
製
紙
曾
耐
を
苦
し
め
て
ぬ
た

の
で
あ
っ
た
町
然
る
に
照
料
材
は
祈
ぐ
ず
部
地
方
に
快
之
を
告

ぐ
る
に
至
っ
た
た
め
、
王
子
製
紙
及
び
富
士
製
紙
は
明
治
四
十

年
代
に
於
て
北
海
道
に
極
め
て
大
規
模
な
る
新
聞
用
紙
工
場
を

建
設
し
、
製
紙
業
の
来
礁
の
確
立
を
見
る
に
至
っ
た
。
此
の
北

海
道
工
揚
(
宮
小
枚
・
江
別
)
に
は
工
場
設
備
・
鍛
道
・
電
力
設
備
等

に
多
大
の
資
本
を
投
じ
て
合
理
的
大
規
模
経
瞥
た
ら
し
め
、
貧

に
之
に
よ
っ
て
積
年
悩
ま
さ
れ
た
る
外
園
紙
の
輸
入
を
大
韓
防

遁
す
る
と
と
を
得
た
け
れ
ど
も
、
叉
同
時
に
圏
内
小
製
紙
曾
祉

を
し
て
此
の
部
門
に
於
け
る
競
争
能
力
を
喪
失
せ
し
め
る
こ
と

L
た
っ
た
。
彼
等
は
弐
第
に
上
質
紙
郎
ち
印
刷
用
紙
・
模
造
紙

類
に
特
化
を
徐
儀
な
〈
せ
ら
れ
、
新
聞
用
紙
の
抄
遣
は
大
曾
枇

本
邦
製
紙
梁
に
於
け
る
混
合
企
業
と
単
純
企
業

(
王
子
・
富
士
・
四
日
市
・
九
州
等
)
の
狗
占
す
る
と
と
ろ
と
去
り
、
後

合
併
過
程
を
通
じ
て
既
辿
三
大
曾
枇
の
外
に
は
北
越
製
紙
の
み

と
な
っ
た
。

突
に
亜
硫
酸
(
化
皐
〉
パ
ル
プ
製
遣
業
は
棒
太
開
設
政
策
の
勧

奨
す
る
と
と
る
に
始
ま
司
令
そ
れ
以
前
木
材
パ
ル
プ
は
新
聞
用

紙
陀
用
ふ
名
分
(
大
部
分
部
ホ
パ
ル
プ
)
を
自
給
し
、
上
質
紙
用
の

も
の
削
ち
亜
硫
般
バ
ル
プ
は
品
川
左
全
部
輸
入
K
伐
つ
欣
態
で
あ

っ
た
。
然
る
に
明
治
四
十
三
年
三
井
物
産
、
翌
年
大
川
卒
一
一
一
郎

は
何
れ
も
棒
太
に
於
け
る
木
材
年
期
寅
燐
許
可
を
う
け
、
亜
硫

酸
パ
ル
プ
製
浩
を
目
的
と
し
て
、
前
者
は
大
治
工
場
(
大
正
三
年
)

後
者
の
樺
太
工
業
曾
祉
は
泊
居
工
揚
〈
四
年
)
を
建
設
し
、
夏
に

日
本
化
事
紙
料
株
式
曾
枇
の
落
合
工
揚
(
六
年
)
も
完
成
し
、
何

れ
も
良
好
友
る
製
品
を
出
し
た
。
時
偶
々
世
界
大
戦
に
舎
し

て
、
パ
ル
プ
の
輸
入
社
絶
市
債
昂
騰
を
来
し
、
樺
太
パ
ル
プ
エ

業
の
稜
展
は
拍
車
を
加
へ
ら
れ
(
王
子
製
紙
豊
原
工
場
・
樺
大
工
業

民
間
工
場
)
、
又
朝
鮮
及
び
内
地
に
於
て
も
パ
ル
プ
曾
祉
の
新
設

並
に
製
祇
曾
枇
の
自
給
設
備
が
盛
に
行
は
れ
九
。
此
等
パ
ル
プ

工
業
は
最
一
初
必
や
し
も
製
紙
舎
祉
に
よ
っ
て
行
は
れ
や
、
叉
自

第
三
十
八
巻

第

務

一
五

ム
ノ、

高田;同書、九i¥.三頁。
同書、九九O頁。
同書、 1Li¥.へ頁。
明治工業史、化皐工業編、二三八頁、農商務省 I[IH~局編，製紙原料木材パルプ
五六頁。
高田直吃;前掲書、九九五一一・九九八頁。
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本
邦
製
祇
業
に
於
け
る
混
合
企
業
と
阜
純
企
業

給
よ
り
も
販
賓
を
目
的
と
し
て
ゐ
た
が
、
幾
く
も
一
泣
く
三
井
物

産
の
大
泊
工
揚
は
四
年
七
月
王
子
製
紙
に
買
収
さ
れ
、
樺
太
工

業
は
明
治
後
期
に
成
立
し
つ

L
あ
っ
た
大
川
系
製
紙
コ
ン
ヅ
ェ

ル
ン
の
一
場
と
し
て
の
意
義
を
持
ち
、
樺
太
の
パ
ル
プ
工
業
に

に 3工
、 選

他 れ
プrT 
オ 吉
一 宮
年十
日 !r~!
本義
1t.は
Z正北
町 海

z警
合 ヒ
f井 z-zz 
1，，_ ii又

""，置
苫 す
芦ピ る
015)と

か共

く
て
亜
硫
酸
パ

λ

プ
の
制
坂
浩
を
行
ふ
も
の
は
，
高
級
紙
専
門
曾

社
忙
非
J
V
し
t
u
新
聞
用
紙
工
業
を
叫
怖
心
止
し
て
パ
ル
プ
工
業
に

経
験
を
も
っ
大
資
本
舎
枇
で
あ
っ
た
。

然
ら
ば
粧
品
百
組
織
の
か
く
の
如
き
形
成
を
資
し
た
分
化
と
結

合
と
は
如
何
怠
る
事
情
乃
至
動
因
に
よ
っ
て
招
来
せ
ら
れ
た
る

古、

先
づ
新
聞
用
紙
に
つ
い
て
見
る
に
、
此
の
紙
は
安
債
な
る
砕

木
パ
ル
プ
を
主
原
料
と
し
、
そ
の
羽
質
は
費
用
的
償
値
を
有
す

れ
ば
足
り
何
等
晴
好
的
出
演
化
を
要
し
な
い
か
ら
、
大
量
生
産
に

遁
し
原
料
費
の
占
む
る
割
合
が
大
で
あ
る
。
か
く
て
機
械
は
高

速
度
の
優
秀
た
る
も
の
を
以
て
し
、
原
料
よ
り
製
口
川
ま
で
一
貫

作
業
を
以
て
軍
種
生
産
を
な
す
に
非
れ
ば
競
争
能
力
1

l
殊
に

第
三
十
A
巻

六
二
凶

第
二
披

一
主

外
国
品
に
封
ず
る
そ
れ
ー
ー
を
有
し
な
い
。
北
海
道
工
場
の
成

功
は
原
料
材
の
繊
維
の
良
質
な
る
に
も
依
る
が
、

ス
エ
ズ
以
東

第
一
と
稿
せ
ら
る
自
主
如
き
大
資
本
粧
品
百
を
建
設
し
た
る
に
基
く

と
と
ろ
大
で
あ
る
。
小
製
紙
曾
杭
は
此
等
大
工
場
の
同
現
に
よ

り
印
刷
用
紙
・
模
造
紙
の
如
き
高
級
紙
に
特
化
せ
ざ
る
を
得
友

〈
な
っ
た
の
で
あ
る
。

亜
硫
酸
パ
ル
プ
は
優
秀
な
る
技
術
を
要
す
る
が
、
叉
原
料
品

特
有
の
大
量
的
商
品
た
る
性
貧
よ
り
大
規
械
な
る
資
本
的
経
営

に
非
れ
ば
競
守
能
力
を
も
た
な
い
。

の
み
友
ら
や

J

交
通
機
関
・

動
力
設
備
・
炭
鎖
等
に
も
資
本
投
下
を
要
す
る
。
然
し
乍
ら
製

紙
曾
枇
に
と
っ
て
木
材
パ
ル
プ
自
給
は
原
料
市
揚
の
動
揺
不
安

を
売
る

L

こ
と
を
得
、

生
産
費
を
低
下
し
得
る
可
能
性
が
あ

る
。
唯
か
く
大
資
本
を
要
す
る
が
故
に
大
曾
枇
の
み
有
利
に
之

を
経
持
す
る
こ
と
を
得
、
叉
之
を
合
併
す
る
も
の
も
大
曾
祉
に

限
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
夏
に
棒
太
に
於
け
る
エ
業
護
展
の
た

め
、
木
材
の
年
期
実
搬
を
獅
占
排
他
的
に
許
可
す
る
政
策
が
探

ら
れ
た
。
か
く
の
如
く
に
し
て
途
に
原
料
春
、
振
及
び
そ
の
製
活

部
門
は
犬
舎
枇
の
狽
占
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
る
る
。

農商務省山林局編;前損害、五八一一五九]耳、--:='，0--一三三買。
高田直山~ ;前鵠書、 -00九一一- 0頁。中卒周五郎，樺太称林開禁事情、
八五頁以下。
閥彪、村岡辰蔵編 H木製紙業年表(紙業雑誌第二三一一二六怨)コ
農商務省山林局編;前掲書、五九頁。
美濃部亮吉;カノレテル、 トラスト、コンツ工 Yレy 、二三九頁。
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か
く
て
m
単
純
製
紙
曾
枇
に
叫
創
立
す
る
混
合
企
業
が
犬
臆
そ
の

形
を
強
へ
る
に
至
っ
た
の
は
世
界
大
戦
直
後
の
と
と
L
見
る
と

と
が
川
来
る
。
従
っ
て
次
に
私
が
問
題
と
し
で
取
上
ぐ
べ
き
針

象
も
そ
の
後
の
雨
者
の
設
展
で
あ
る
。

混
合
企
業
と
草
純
企
業
と
の
針
立
務
展

混
合
合
業
L
C

山
田
千
一
利
企
業
と
の
剖
立
九
午
、
け
ん
る
に
五
っ
た
の
は
批

界
大
戦
直
後
の
と
と
で
る
っ
た
。
然
る
に
そ
の
後
経
済
界
は

般
に
不
況
の
中
に
経
過
し
、

そ
の
影
響
は
パ
ル
プ
部
門
に
も
又

製
紙
部
門
に
も
一
様
に
襲
っ
て
き
た
。
不
況
時
を
通
じ
て
混
合

企
業
が
草
純
企
業
と
の
閥
係
に
於

τ如
何
な
る
溌
展
を
示
し
た

か
、
以
下
之
に
就
て
考
察
し
た
い
と
忠
ふ
。

之
に
先
立
ち
パ
ル
プ
専
業
曾
枇
の
浸
落
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら

た
い
。
そ
れ
は
慨
し
て
職
時
中
高
慣
に
建
設
せ
ら
れ
た
る
設
備

資
本
の
重
慶
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
市
償
低
落
外
国
口
問
侵
入

に
直
聞
し
て
北
海
工
業
・
杉
問
工
業
所
・
鴨
総
江
製
紙
等
の
休
業

せ
る
も
の
接
出
し
、
又
日
本
化
製
紙
料
は
遂
に
宮
士
製
紙
に
合

併
さ
れ
た
。
加
ふ
る
に
大
正
十
一
年
八
月
よ
り
王
子
・
富
士
・
樺

も
本
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
と
皐
純
企
業

ヱ
及
び
鴨
緑
江
製
紙
の
四
枇
に
よ
り
、
共
同
日
パ
ル
プ
株
式
曾
枇

が
設
立
直
れ
で
パ
ル
プ
の
共
同
販
賓
を
行
町
(
一
時
生
原
制
限

協
定
あ
り
¥
か
〈
て
毎
々
犬
製
紙
曾
枇
の
原
料
猟
占
力
は
強
化

さ
れ
た
。

か
L

ふ
る
欣
況
に
於
て
間
早
純
企
業
と
混
合
企
業
と
の
関
係
の
展

聞
は
、

一
言
に
し
て
一
一
一
一
日
へ
ぽ
混
合
企
業
の
感
倒
的
強
展
で
あ
っ

た
。
印
ち
大
戦
中
上
り
か
企
業
集
中
濃
励
の
縦
波
I
L
明
-
紙
設
備

の
撰
張
と
で
る
っ
て
、
次
に
見
る
如
く
大
正
十
五
年
迄
は
資
本

的
支
配
又
は
合
併
買
吹
が
主
と
し
て
行
は
れ
た
が
、
そ
の
後
は

抄
紙
機
増
設
が
盛
で
あ
り
、
大
正
十
三
年
よ
り
昭
和
五
年
迄
に

四
十
妻
、
そ
の
網
幅
四
千
六
百
四
吋
に
及
ん
乱
。

大
正
九
年
後
の
企
業
集
中

2

北
海
工
業
九
年
十
一
月
株
式
買
牧
に
よ
ワ
て
王
子
系
と

王
手
製
紙

4、、な
倉、り

製・ 71
紙・‘
十
=年
一ょ
年"凶 γ

自 主主

基準
fT事

霊:長
梨、 とき
紙・十
戸、 了三

東年
洋十
加ニ
工月
製賀
誠 4生
を。

富
士

望書・製 九
紙、続年
料 、 十
十束、一
一京、月
年板・合
宍紙・併
月及 )
合ぴ十
併四、四
。日、年

梅・市・四
津、製・月
製、減、今
紙・丸イ井
及年
び二
宮~..月
野、合
製・併
車11;' 0 

十目、
三本、
年化、

第
三
十
八
念

六
二
五

第

披

五

中卒間五郎，樺太森林開後事情、七人一一八四真。
闘彪、村田辰蔵;前掲年表。
小島精一，日本金融資本論、四二一頁。
閥彪、村田辰蔵;前掲年表。
ダイヤモンド祉編，経理時記事の基礎知識、九四主瓦。
関彪、村田辰蔵;前掲年表。美濃高吉 z前掲書、二--..--~部一一二四0瓦、省電力
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九
月
合本
f1f 亨目。剛
犬、 主任
日・業
.4l'、 p亡

製.於
車託・ け〆、、
ι る

苗準

長茎
所業

妥牟
身理
、.."， ::a-

高業
年
四
月

買仲柄。

樺
太

及工
ぴ業
中、
之・九・
島、州、
製・製・
車止・車民・
十・
五中、
年央、
一製、
月 是正・
令 2
苛昔

興
業
を

九
年

月
，~ 

f1f 

備
の
激
堆
が
見
ら
れ
た
。

集
中
と
讃
張
の
結
果
三
大
製
紙
曾
祉
に
於
て
は
突
の
如
き
設

《
第
一
安
〉

一
ニ
犬
製
紙
抄
紙
機
設
備

一
王
子
製
紙
一
宮
土
製
紙
一
棟
一
人
工
業
↑

1
4同

1
1
1
1
M

つバ
i
!
l
J引
!
l制

l

w

天
正
丸
一
弓
一
二
、
=
一
己
主
一
回
一
一
、
一
一
七
九
↑
一
一
口
八

一
O
二
百
一
二
、
実
呈
二
五
エ
、
一
圭

l

一
一
一
二
ニ
一
一
、
一
式
竺
ニ
八
一
一
、
内
己
主
主

一
一
一
ご
Z
E
-
-
-
ニ
J
=
z
J
Z
一
二
、
九
四
九
一
一
一
一

一
一
三
一
一
ズ
ニ
、
七
一
石
一
面
一
旦
屯
三
、
玉
一
五
一
回

一
一
四
一
三
八
百
一
一
£
甲
ノ
一
回
二
E
、
九
二
一
五

一
一
五
一
三
八
=
一
」
回
二
四
一
一
-
一
、
入
旦
一
一
口

官
和
二
一
=
一
A
Z
4
一
五
回
ニ
回
、
一
己
主
一
一
五

三
一
E
A
=
一
、
七
六
、
一
回
同
回
、
=
一
品
(
〕
一
一
天

四
一
Z
内
一
号
五
口
(
)
一
回
一
回
、
一
一
一
一
二
一
ニ
九

五
一
四
三
回
J
E
一
三
回
三
回
、
一
一
-
一
一
-
一
一
一
元
一

六
一
三
八
三
、
九
主
早
向
。
団
.
D
=
5
一
一
元

ljl 

E
一
戸

回二一一一
五三三

ニ、雪一九

二
、
同
呈
Z

二、六ニ一三

一一、内且ん

=、均
h
A
A

一一、九充

聯
A
V
令
官

台

吋

七
八
七
、
町
一
昌
国

人
=
七
、
六
九
市

九
一
八
、
四
六
一
二

九
月
八
、
九
一
品
ぺ

九
九
九
、
一
一
-
=
享

一一
λ

一口、八口一五

一
一
一
七
一
一
、
八
五

一EE--二、六{〕山

一
三
六
一
玉
、
口
一
己

一
一
一
一
円
一
三
、
己
主
4

一
出
品
一
凶
、
口
九
旦

一
子
八
一
Z
J
且
凶

傭
考

製
紙
聯
令
曾
調
、
年
末
運
樽
抄
祇
機
台
毅
と
そ
の
網
幅
。
品
同

十
五
年
四
社
(
十
二
台
、
九
一
五
凶
吋
)
新
に
聯
合
曾
に
加
盟
。

第
三
十
八
巻

第

披

五
回

大
一
一
六

又
カ
ル
テ
ル
統
制
の
存
せ
ぎ
り
し
領
域
即
ち
ロ

l
ル
判
紙
及

ぴ
包
装
用
紙
の
最
近
の
護
展
も
此
の
事
情
に
基
く
と
と
る
少
〈

な
い
。

j
そ
の
不
横
張
及
び
債
格
協
定
は
昭
和
五
年
以
後
の
こ
と

で
あ
る
。

此
等
の
現
象
は
第
一
に
競
争
排
除
・
市
場
相
州
市
の
た
め
惹
起

芯
れ
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
叉

L

一
品
ゴ
・
棒
工
耐
枇
の
支
配
者
の

産
業
資
本
家
的
積
極
主
義
陀
来
〈
競
守
に
ょ
っ
と
も
促
進

J

はれ

た
こ
と
は
見
逃
し
得
た
い
「
競
争
力
強
化
と
競
争
排
除
の
二
商

的
意
闘
が
企
業
集
中
黒
ぴ
捺
大
の
原
動
力
な
る
こ
と
は
屡
，
n
説

か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
み
t

然
し
乍
ら
そ
の
他
に
、
外
因
日
聞
に
針

し
て
下
屠
(
原
料
)
部
門
に
於
け
る
大
資
本
経
詩
を
防
禦
す
る
た

め
の
方
策

l
ペ
パ
ル
プ
紙
化
運
動
1

1
ー
と
し
て
も
行
は
れ
た
と

考
へ
ら
れ
る
。
輸
入
パ
ル
プ
の
大
部
分
は
亜
硫
般
パ
ル
プ
マ
る

っ
て
、
屡
阜
グ
ン
ピ
ン
ク
償
格
を
以
て
侵
入
し
て
き
た
。
そ
の

矯
め
大
巨
十
五
年
に
閥
税
引
上
逗
動
が
起
さ
れ
た
が
、
軍
純
企

業
の
獄
烈
な
る
反
針
に
遭
っ
て
成
功
せ
や
、
昭
和
七
年
に
五
つ

て
始
め
て
引
上
げ
ら
れ
た
。
放
に
原
料
部
門
の
同
定
資
本
を
保

護
す
る
た
め
に
は
、
何
等
か
の
資
本
的
方
法
で
パ
ル
・
亦
の
販
路

含社支酉Eは除<0 

小島昌太郎博士，我園主要産業に於けるカルテル的統制、三七八頁。
吉岡崎三;穴水要七(紙業雑誌第二十七巻第九放に摘載)
小島精一;工業政策、一八六頁等。
小島精日本金融資本論、凶O九頁。朝日経務年J記(昭和四年版〉、二四五五。
内外煙車事年鑑(昭和三年版)、一四二頁。.



若
く
は
消
費
先
を
確
保
す
る
よ
り
外
な
か
っ
た
。
か
〈
て
パ
ル

プ
製
造
曾
枇
は
製
品
を
自
己
の
或
は
そ
の
勢
力
下
の
工
揚
に
於

て
消
化
せ
ん
と
し
た
。
即
ち
上
下
段
階
の
経
替
能
力
の
適
合
に

努
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
混
合
企
業
は
原
料
バ
ル
プ
の

猪
占
的
市
場
販
寅
に
よ
っ
て
軍
純
企
業
の
咽
喉
を
施
す
る
と
い

ふ
作
用
は
外
園
口
聞
の
輸
入
競
争
の
た
め
賓
現
し
件
や
し
て
、
却

っ
て
下
厨
部
門
に
於
け
る
資
本
の
締
換
性
紋
如

(
r
t
u
m
n
r
z
?

‘，i
・
e

・32
a
t
可
〉
H

E
t
h
O
P
仁
:

〉
買
〉
一

1

1

J

h

、

江
北
町
ド
↓
ゴ
r
L
お

上
階
部
門
知
れ
机
町
村
る
合
併
買

牧
と
横
張
運
動
が
促
進
さ
れ
た
の
で
る
る
。

然
し
乍
ら
原
料
部
門
の
演
じ
た
る
役
割
は
之
に
止
ら
な
い
。

上
述
の
如
き
競
争
的
損
張
は
原
料
部
門
を
包
容
せ
る
曾
枇
の
み

行
ひ
得
た
の
で
あ
る
。
即
ち
大
正
十
一
年
野
田
〈
王
子

γ
十
四

年
恵
須
取
(
樺
工
)
・
昭
和
二
年
知
取
(
宮
士
)
の
大
パ
一
行
フ
工
場
の

'
建
設
さ
れ
た
の
も
三
祉
の
鼎
立
競
争
を
物
語
る
も
の
と
一
一
一
日
ふ
ぺ

き
で
あ
ら
う
。
か
く
て
混
合
企
業
に
よ
っ
て
原
料
が
濁
占
せ
ら

れ
た
る
上
は
、
他
の
箪
純
企
業
は
仮
令
資
本
の
豊
富
を
有
す
る

と
も
(
三
菱
製
紙
を
見
よ
)
此
の
損
大
競
争
に
参
加
す
る
資
格
は

な
か
っ
た
。
競
争
と
い
ふ
も
寅
は
小
曾
枇
と
の
平
等
左
る
自
由

木
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
と
単
純
企
業

鼓
手
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
最
初
原
料
部
門
よ
り
防
護
し

又
は
之
を
合
併
し
た
る
時
.
既
に
加
工
部
門
に
於
け
る
市
揚
濁

占
の
意
闘
を
有
し
た
る
と
否
と
を
問
は
や
、
損
大
の
跨
結
と
し

て
所
謂
経
済
的
摘
出
i
|
自
由
競
争
の
封
偶
l
ー
が
問
現
す

る
。
尤
も
軍
一
者
に
よ
る
濁
占
が
出
現
し
た
の
は
昭
和
四
年
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。

次
に
混
合
企
業
の
渡
展
に
闘
嚇
し
で
は
加
工
部
門
忙
於
け
る

上
質
紙
カ
ル
テ
ル
を
無
馴
す
る
と
と
を
得
な
い
。
上
質
紙
た
る

印
刷
用
紙
・
模
造
紙
執
に
つ
い
て
は
、
大
戦
後
製
紙
聯
合
曾
に

(
篇
エ
湊
)

よ
っ
て
次
の

I:~ 京日
刷〈
J耳カ
，f~ ノレ

模テ
遺ノ レ

紙 tl'i
の雷h

生示
庄行
制
岬は
挙 れ

29)-ご

ゐ
る

第
一
国

立

年

月

年

月

日
九
・
七
l
九
・
一
一

九
二
二
l
一
了
二

一
了
=
丁
二
・
一
ニ

第
二
回

一
五
・
七
|
一
五
・
一
二

糊
一
一
-
一
|
ニ
・
九

一
一
・
一
o
i
=
了
三

三
・
四
l
三
・
七

第
三
十
八
巻

ニ
・
八
l
=
-
・
九

千
一
O
l
三
・
二

一
第
三
回

一
凶
・
五
川
・
九

一
四
・
一
O
|
四
・
一
一

↑
凶
・
一
二
l
五
・
二

一
一
一
一
五
・
二
一
|
六
・
八

一
七
一
六
・
九
|
六
・
一
一

一
四
・
五
一
六
・
二
一
l

一
二
(
)
叫
落
事
操
短

000% 
六
二
七

一
五
五

第
二
時
制

六 O一O
(
一口)

一五(一口)

二
五
(
一
口
)

三
五

四
主

主
主

小島精一，企業集中論、ヘニ頁。
詳し〈いへば上等叩刷紙、印刷用刻、筆記2常識用紙、模造紙。
東洋種世事業青梅縄;物償二十年、八七頁、英11!i。
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木
邦
製
紙
業
に
於
け
る
浪
令
企
業
と
単
純
企
業

か
く
の
如
〈
限
産
は
比
較
的
好
況
で
あ
っ
た
大
正
十
二
三
四

年
頃
の
三
ク
年
半
を
除
き
殆
ど
引
綾
き
行
は
れ
た
。
而
し
て
皐

に
生
産
制
限
に
止
り
、
組
織
の
高
度
化
し
得
な
か
っ
た
の
は
、

一
つ
に
は
か
の
混
合
企
業
の
強
行
的
援
展
に
も
凶
る
。
回
よ
り

-
そ
の
商
品
の
種
類
多
く
し
て
集
中
的
共
同
販
資
に
遡
せ
十
左
い

ふ
カ
ル
テ
ル
技
術
上
の
現
向
も
あ
る
。
然
し
乍
ら
い
山
ル
テ
ル
を

指
導
す
る
大
曾
此
の
前
述
の
如
き
獄
烈
な
る
設
備
償
援
を
田
川
び

合
計
仰
い
お
と
ま
操
一
知
川
い
そ
め
割
肱
気
に
外
お
ら
た
か
う
た
と
さ
へ

見
え
る
。

の
み
左
ら
や
彼
等
に
と
っ
て
版
寅
制
官
・
共
同
販
貰

の
如
き
強
き
統
制
は
む
し
ろ
煩
喰
で
あ
り
苦
痛
で
あ
る
と
と
疑

二
年
の
生
産
制
限
の
下
に
於

τ事
質
上
金
市
揚
販
一
貫

ひ
な
い
l

に
於
け
る
自
己
の
割
合
を
高
む
る
に
若
く
は
友
い
。
前
掲
第
一

表
に
見
る
如
く
、
大
疋
八
年
王
子
・
富
士
雨
祉
の
抄
紙
機
設
備

は
そ
の
網
幅
に
於
て
聯
合
舎
の
五
一
%
な
り
し
も
の
が
昭
和

年
に
は
樺
工
を
加
へ
三
枇
を
以
て
八
一
%
を
占
む
る
と
と
L
た

っ
た
。
勿
論
此
の
数
字
は
各
種
洋
紙
の
抄
逃
設
備
を
含
む
も
の

で
る
る
が
、
統
制
紙
の
み
に
つ
い
て
も
混
合
企
業
の
相
針
的
地

位
の
向
上
は
想
像
に
難
く
な
い
。
か
く
し
て
軍
純
企
業
は
ル

l

第
三
十
八
巻

六
二
八

第
二
務

一
五
六

ズ
な
る
カ
ル
テ
ル
内
に
於
て
生
存
を
保
謹
虫
」
れ
居
る
の
み
、
そ

の
販
路
は
相
針
的
に
縮
小
さ
れ
つ
L
あ
る
。

漸
く
昭
和
五
年
十
一
月
よ
り
上
質
紙
に
つ
い
て
滞
貨
共
同
管

現
を
行
ひ
、
犬
特
的
庇
へ
の
卸
寅
債
格
宇
一
協
定
す
る
乙
と
L
な

っ
た
。亜

硫
股
パ
ル
プ
と

k
質
紙
ー
と
の
製
池
に
就
て
考
察
配
終
へ
た

る
後
娘
一
さ
れ
た
る
問
題
は
、
新
聞
用
統
制
主
治
は
之
役
殺
山
山
内
す
お

企
業
に
と
ワ
て
如
何
な
る
意
義
を
も
つ
か
で
あ
る
。
新
聞
用
紙

に
於
て
は
日
清
戦
後
の
各
枇
問
及
び
外
岡
田
町
の
競
争
に
苦
し

み
、
明
治
三
十
四
年
営
時
の
主
要
生
産
者
た
る
王
子
製
紙
・
宮

士
製
紙
及
び
凶
日
市
製
紙
の
三
枇
に
よ
り
共
同
洋
紙
曾
枇
が
設

立
せ
ら
れ
.
三
十
七
年
頃
よ
り
寅
際
の
活
動
を
開
始
し
て
共
同

販
賓
を
行
っ
た
が
d

後
九
州
製
紙
・
中
央
製
紙
も
加
盟
し
て
引

績
き
統
制
を
行
っ
た
。

一
方
既
述
の
如
く
四
日
市
は
大
五
九
年

官
士
に
、
九
州
及
び
中
央
は
十
五
年
俸
ヱ
に
合
併
せ
ら
れ
た
。

北
海
道
新
聞
用
紙
工
揚
の
成
坊
と
カ
ル
テ
ル
掩
護
に
加
へ
て
ム
口

併
運
動
に
よ
り
、
此
の
部
門
に
於
て
は
少
数
曾
祉
に
よ
る
室
副

た
る
凋
占
を
得
た
の
で
あ
っ
て
、
苫
小
牧
・
江
別
嗣
エ
揚
の
如
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き
は
需
要
培
加
に
作
ひ
盛
に
横
張
を
積
げ
た
の
で
ち
る
。
而
し

て
新
聞
用
紙
は
既
に
述
べ
た
る
如
〈
一
般
に
特
化
工
場
に
於
て

最
も
大
量
的
に
生
産
せ
ら
れ
、
旦
そ
の
主
原
料
た
る
砕
木
パ
ル

プ
は
経
消
上
及
び
技
術
上
同
一
工
場
に
於
て
自
給
し
、

に
作
業
す
る
と
と
を
要
す
る
。
蕊
に
於
て
は
パ
ル
プ
工
程
と
製

一
貫
的

紙
工
程
と
は
経
済
上
章
一
経
倍
で
あ
り
、
輩
純
企
業
な
る
も
の

が
な
い
。
邸
ち
最
初
か
ら
岡
工
程
の
能
力
の
油
合
は
得
ら
れ
て

庇
h
H
¥

よ
筑
紙
に
於
て
見
た
る
か
ま
問
題
の
却
る
除
判
じ
た
い

の
で
あ
る
。
而
も
そ
の
販
買
は
少
数
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
る
L

強
力
友
カ
ル
テ
ル
に
統
制
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
混
合
企
業

に
於
て
食
品
百
さ
る
a
h

新
聞
用
紙
工
場
は
、
混
合
企
業
務
反
の
亙

犬
た
る
契
機
で
あ
っ
た
と
い
ふ
歴
史
的
意
義
を
別
に
し
て
も
、

現
在
l
l
l外
圏
紙
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
り
妨
げ
ら
れ
ざ
る
限
り

|
|
煩
ひ
た
く
し
て
而
も
最
も
確
貫
友
る
牧
盆
力
る
る
部
門
を

形
成
し
、
牧
盆
確
保
(
危
険
分
散
以
上
で
あ
る
!
)
と
い
ふ
大
な

る
意
義
を
持
つ
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
殊
に
共
同
問
洋

紙
舎
枇
は
全
国
主
要
新
聞
枇
と
長
期
の
排
他
的
契
約
を
な
し
慣

格
を
協
定
す
る
。
従
っ
て
販
路
及
び
償
格
の
黙
で
甚
だ
安
定
し

本
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
主
単
純
企
業

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
よ
り
明
確
に
之
と
同
様
友
る
意
義
を
持
っ

た
も
の
に
主
子
製
紙
に
於
け
る
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
凋
占
、
富

士
製
紙
に
於
け
る
ク
ヨ
ヌ
ト
紙
の
猫
占
が
あ
払
。

以
上
述
ぺ
た
る
如
〈
し
て
混
合
企
業
た
る
大
裂
紙
曾
枇
は
軍

純
曾
枇
と
懸
隔
せ
る
地
位
を
も
つ
に
至
っ
た
後
に
は
、
遂
に
大

曾
此
聞
の
決
死
的
競
争
が
時
四
る
と
と
h
な
っ
た
@
然
し
乍
ら
不

況
の
永
続
深
化
と
金
融
資
本
の
利
害
と
は
之
を
許
す
ぺ
〈
も
な

ぃ
。
昭
和
四
年
一
月
富
士
製
紙
め
一
額
脱
出
川
者
穴
水
要
七
の
死
去

と
共
陀
、
甲
州
財
閥
の
二
十
寓
株
が
王
子
製
紙
に
よ
っ
て
貿
牧

さ
れ
、
王
子
は
そ
の
支
配
擢
を
撮
る
と
共
に
、
既
に
此
の
時
本

邦
製
紙
界
の
濁
占
支
配
が
成
立
し
た
。
翌
年
夏
樺
工
の
枇
債
償

還
不
能
問
題
よ
り
貸
植
は
乙

L
K
於
て
も
大
川
系
を
離
れ
た
。

此
等
の
事
件
を
機
と
し
て
=
一
大
製
紙
間
の
合
併
も
最
早
時
期
の

問
題
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
七
年
末
具
鰭
化
、
昭
和
八
年
五
月
極

め
て
強
力
友
る
濁
占
騨
新
王
子
製
紙
曾
祉
の
成
立
を
見
た
の
で

あ
っ
た
。
私
の
研
究
は
こ
の
合
併
成
立
以
前
を
以
て
打
切
る
。

樺
太
工
業
は
昭
和
六
年
末
よ
り
、
王
子
製
紙
は
七
年
末
よ
り
パ
ル
プ

工
場
の
一
部
を
人
絹
パ
ル
プ
工
場
に
轄
換
し
て
、
そ
の
製
造
を
開
始
し

第
三
十
八
巻

六
二
九

第

貌

五:

七

小島昌太郎博士，前掲書、三七四頁。
昭和四年此白雨種白紙につき互に相侵さ γる持の生産分野協定が成立した
(紙業雑誌、第二十陶巻、一六一頁)。
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本
邦
製
紙
業
に
於
け
る
混
合
企
業
主
単
純
企
業

h
。
葱
に
原
料
部
門
の
製
ロ
問
た
る
亜
硫
酸
パ
ル
プ
に
多
様
性
が
現
れ
て

き
た
詳
で
あ
る
。
倫
日
本
人
絹
パ
ル
プ
株
式
曾
祉
も
設
立
せ
ら
れ
た
。

四

結-

吾bo
師団

以
上
の
絞
漣
に
上
っ
て
先
づ
、
完
成
商
品
の
製
造
に
つ
い
て

分
化
が
行
は
れ
た
る
後
、
上
質
紙
原
料
の
製
造
経
日
常
が
新
聞
用

紙
を
製
油
す
る
有
力
↓
ヘ
命
誌
に
初
出
や
ら
れ
、

か
〈
て
慌
ふ
口
金

業
と
軍
純
企
業
と
が
封
立
す
る
に
至
っ
た
乙
と
を
明
か
に
し
、

そ
の
後
不
況
時
を
通
じ
て
混
合
企
業
は
原
料
部
門
に
於

次
に
、

げ
る
苦
痛
と
強
味
と
の
故
に
、
又
競
争
的
指
張
に
よ
っ
て
非
常

友
る
護
展
を
注
し
た
る
こ
ー
と
を
説
い
た
。
而
し
て
最
後
に
、
新

聞
用
紙
・
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
等
は
混
合
企
業
た
る
三
大
舎
一
位
に

於
て
特
殊
な
る
意
義
を
持
っ
と
と
を
指
摘
し
た
。

か
〈
て
半
製
品
市
場
た
き
、
向
己
と
封
立
す
る
軍
純
企
業
た

き
混
合
経
営
は
、
之
を
粂
皆
す
る
企
業
に
と
っ
て
噌
牧
盆
上
の

帥
ち
危
険
分
散
の
意
義
を
有
す
る
に
止
る
。
か
h

る
混
合
企
業

と
し
て
の
特
例
を
除
け
ば
、
混
合
傘
業
に
於
て
は
各
生
産
段
階

第
三
十
八
巻

第
二
披

五
!¥ 

六一一一
O

聞
の
経
営
能
力
の
調
和
遁
合
が
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が

様
た
景
気
順
感
性
を
持
た
た
い
鴬
に
苦
し
む
。
が
此
の
苦
痛
の

一
方
に
原
料
自
給
な
る
強
味
を
有
す
る
。

一
般
に

E
大
た
る
聞

定
資
本
の
故
に
、
叉
そ
の
資
本
の
碍
模
性
飲
如
の
た
め
に
、
原
料

部
門
は
特
に
景
気
に
順
臆
す
る
と
と
困
難
に
し
て
、
欄
占
要
求

は
先
づ
此
の
方
向
よ
り
超
る
を
常
と
す
る
。
亜
硫
酸
パ
ル
プ
製

造
経
皿
百
に
於
て
も
市
場
よ
り
漏
立
す
る
た
め
の
自
給
以
上
代
、

更
に
進
ん
f
版
中
慨
を
目
的
と
し
た
る
が
矯
め
、
不
況
と
外
闘
日
開

の
投
賓
に
直
面
し
て
、

パ
ル
プ
消
化
の
た
め
加
工
部
門
の
集
中

及
び
擁
張
運
動
を
惹
起
し
、
之
に
よ
っ
て
ル
ー
ズ
な
る
カ
ル
テ

ル
の
ま
L

曜
純
企
業
を
歴
迫
し
た
。
か
く
て
加
工
部
門
を
遁
慮

さ
せ
る
と
い
ふ
方
法
に
よ
り
、
困
難
を
打
開
し
た
の
で
あ
る
。
此

の
際
原
料
自
給
に
止
ら
や
原
料
相
側
占
剖
ち
原
料
姿
源
の
濁
占
を

な
し
た
る
と
と
は
、
此
の
方
法
を
特
に
容
易
た
ら
し
め
た
る
が

故
に
重
大
な
る
意
義
を
認
め
ね
ば
注
ら
ぬ
。
原
料
調
占
よ
り
加

工
部
門
に
於
け
る
濁
占
へ
、
私
は
認
に
一
つ
の
猪
占
貫
現
過
程

特
に
濁
占
の
素
直
的
推
移
の
過
程
を
見
る
の
で
あ
る
。

紙業雑誌、第二十七巻、三八O頁。33) 


